
 

浅ノ川総合病院 地域医療連携室通信 2011 年春号 

  

地域の医療機関、介護福祉施設、救急隊等の皆さまとリンクし、 

浅ノ川総合病院は地域医療連携を推進していきます。 

 

この街の元気と共に、６０年！ 
４月２４日（日）北國新聞赤羽ホールにて、「浅ノ川総合病院 60 周年記念 市民公開講座」が開催されました。 
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〒920-8621 石川県金沢市小坂町中 83番地  

Tel 076-252-2101（代表） Fax 076-252-0561（直通） 
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関連医師会のご後援を賜り、本年 6月 1日に迎える病院開設 60周年の記念行事として 4月 24

日、赤羽ホールで市民公開講座を開催致しました。 

前半は「健康を守るための医療」をテーマに、健康食品、生活習慣病など、一般の皆様方にとっ

て身近な問題を中心に、薬剤師と医師の７名が各自の専門領域の話題について講演致しました。

後半の「がん治療最前線 体に優しい治療をめざして」では、がん早期発見のためのPET-CTの有

用性を、続いてガンマナイフ、ノバリスによる定位放射線手術を演題に、脳腫瘍、肺癌など 6000 例

超の治療実績からなるがんの低侵襲治療の現状をご紹介致しました。最後は、京都大学・平岡真

寛放射線科教授による「放射線治療の最前線」のご講演を賜り、がんに対する放射線治療の有用

性をご確認されると共に、治療機器や照射法の急速な進歩に裏付けられた新世代放射線治療へ

の期待の高まりを強く感じられたことと存じます。 

当日は300名を超える方々にご参集頂き、盛会となりましたことに感謝申し上げます。本年4月の

県地域がん診療連携推進病院認定を踏まえ、皆様方に期待される医療をご提供するための研鑽

を行って参りますので、引き続きご指導、ご支援をお願い申し上げます。 

地域医療連携部長 

大西 寛明 

 

 

上野 敏男 病院長 小市 勝之 理事長 



 

災害派遣医療チーム報告 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では東日本大震災発生直後より、被災地への寄付や、患者様や職員からも協力していただき募金活動を実施し

てきました。また、石川県の医療チームの一員として福島県相馬市へ医療活動を行ってまいりました。 

 当院が初めて現地入りした時には、まだ医療体制が十分ではなく、インフルエ

ンザなどの感染症が蔓延していました。そこで、医療救護活動をより円滑にする

ため、石川県医師会長 小森先生の発案で、全国病院協会が座長、そして石

川県が副座長となり、救護班連絡協議会が発足されました。 

協議会の発足によって、医療チームと地元医師会や市との連携、そして他県

の医療チームや職種間の連携がスムーズになり、被災者の皆様に医療をより提

供しやすい環境となりました。 

現地では震災による大きな爪痕が残っている一方、被災された方々は各種ボランティアなどの支援により復興へ向けて

着実に歩まれていました。当院では、今後もできるかぎり被災地の医療救護活動への協力を継続していく所存です。 

 最後に、このたび東日本大震災にてお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災された方々へお見

舞い申し上げます。一日も早い復興と皆様のご健康をお祈り申し上げます。 

 

 

  

 

 

 

「第一次派遣医療チーム」 

派遣期間 2011 年 4月 5日～11 日 

 医 師 荒木副病院長 

 看護師 高松師長、安田師長 

 薬剤師 船戸主任 

 事務員 谷事務長、樫谷 

 

「第二次派遣医療チーム」 

 派遣期間 2011 年 5月 6日～10日 

医 師 西田放射線科部長 

 看護師 野村 

 薬剤師 森部長 

 事務員 出嶋業務企画部長 

 

 

 

ストレス発散と運動不足にラジオ体操！ 

救護班連絡協議会の様子 

他県医療チームとの申し送り 

福島駐屯地の自衛隊による演奏会 



地域医療連携データ 

 

がん診療連携推進病院指定 

 

 

 

 

 
 

２０１１年４月１日に石川県より、国指定のがん診療連携拠点病院に準ずる医療機関として、専門のがんなどを中心に

医療を提供する『県地域がん診療連携推進病院』に当院が指定されました。 

 当院では「ＰＥＴ－ＣＴ」による「がんの早期発見」から、外科的手術、化学療法、定位放射線装置「ノバリス」と「ガン

マナイフ」での「全身の病変に対応できる治療」まで、万全なフォローアップ体制を整えています。 

また、がん診療に関する「地域連携クリニカルパス」の運用を予定しており、がんにより入院された患者様の退院後の治

療を連携医療機関と共同で行い、診療内容の共有化と相互活用を目指しています。 

今後も地域の医療機関の先生方と連携を図りながら、より質の高いがん医療の提供を行ってまいります。 
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平成 22年度の紹介数は前年比 464件増加、

逆紹介数は 990 件増加、救急搬送件数は 351

件増加と、皆さまとの連携・ご協力をもちまして、前

年度を上回る実績となりました。 

今後も医療機関、介護福祉施設、救急隊等

の皆さまと密な連携を図り、よりよい医療、患者サ

ービスを提供してゆく所存ですので、どうぞよろしく

お願い致します。 

 

 

がん相談支援センター開設 

今回の指定に伴い、当院東館１階の医療福祉相談センター

内に「がん相談支援センター」を併設いたしました。 

あらゆる相談に対応できるよう、ソーシャルワーカーと看護

師を配置しております。患者様から地域医療介護に携わる関

係者の方々までお気軽にお越しください。 

TELL 076-252-2101（代表） FAX 076-252-0561（直通） 

当院が「県地域がん診療連携推進病院」の指定を受けました！ 



連携勉強会のお知らせ 

 

新任ドクター紹介 

 

 

 
 

4 月から新たに着任となりました、3 名の医師をご紹介いたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
毎年多数のご参加を賜りまして誠にありがとうございます。 

御多忙中とは存じますが、是非ともご出席頂きますよう、ご案内申し上げます。 

 

「第十回 浅ノ川総合病院 病診連携勉強会」 
 

日時：平成 23 年 6 月 15 日（水）19 時～   場所：金沢都ホテル 

講演１ 「認知症の診断と治療」      浅ノ川総合病院 神経内科 紺谷 智 先生 

講演２ 「被災地での実際の医療経験」    浅ノ川総合病院 内科 荒木 一郎 副病院長 

特別講演 「運動器医療の現状」      金沢大学附属病院 整形外科 土屋 弘行 教授 

 

「第二回 百万石脳神経懇話会」 
 

日時：平成 23 年 7 月 15 日（金）19 時～       場所：ホテル金沢 

講演１ 「脊椎、脊髄疾患に対する定位放射線治療」 浅ノ川総合病院 脳神経外科 光田 幸彦 部長 

講演２ 「てんかん診療の転換期」         東北大学病院 てんかん科 中里 信和 教授 

 

 

 

井戸 一憲   専門領域 リハビリテーション科 

出身  ：福井医科大学医学部 

学会認定：日本脳神経外科学会専門医 日本リハビリテーション医学会専門医 
 
4 月から浅ノ川総合病院に赴任してきました。主に回復期病棟を担当しています。 

リハビリという言葉は 

「心身に障害を残した患者が、心理社会的に再適応されること」 

です。常に念頭に診療していきたいと考えております。 

 

 

宮澤 徹   専門領域 耳鼻咽喉科 

出身 ：金沢医科大学医学部 
 
丁寧な診察、わかりやすい説明を心がけ、地域医療に貢献できるよう、頑張って

いきたいと思います。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

藤本 由貴  専門領域 呼吸器内科 

出身  ：金沢医科大学医学部 

学会認定：日本内科学会総合内科専門医 日本呼吸器学会専門医 
 

金沢医科大学睡眠障害センターと連携して睡眠時無呼吸症候群の検査、治療を行

っています。 

日中傾眠、いびきなどの自覚症状があれば受診ください。宜しくお願いします。 


